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気中に単噴孔ピエゾ駆動ノズル（噴孔径 0.12 および 0.14mm）により燃料噴射
を行い、形成された燃料噴霧に高速度シャドウグラフ（影写真）法および Mie
散乱法を適用して、液相および蒸気相到達距離、噴霧後端移動速度、ならびに噴
霧拡がり角度など特性値の時間変化を求めた。噴射量 0.25mg から 0.8mg の範囲
での実験により、蒸気相先端到達距離の時間変化は、良く知られているように、

















に通常軽油、サブ噴射燃料に n ヘプタン 17vol%、 i オクタン 83vol%の混合燃料
を用いて、サブ噴射燃料量を増加させると、PCCI 燃焼による発熱が増えて等容
度が上昇し、冷却損失割合が減少する結果、熱効率が向上することが分かった。 




































また、令和 2年 2月 28日実施した論文内容とそれに関連した試問の結果合格と認めた。 
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